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大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

(全国重症心身障害児(者)を守る会の大阪支部)

への入会についてご案内いたします。

【個人会員】 ◎年会費 10,200円

本部会員 及び 大阪支部会員

◎年会費 3,600円

大阪支部会員
【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部会員 及び 大阪支部会員
【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

大阪支部会員(運営資金の協力会員)

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

既に納入がお済みの方にはあしからずお許

しを賜りますようお願い申し上げます。

日 時： 令和４年１２月１０日（土）
１３：３０～１５：３０（受付13:15～）

場 所： 早川福祉会館 ４階ホール
大阪市東住吉区南田辺１－９－２８

主 催： 大阪府重症心身障害児･者を支える会

★後ほど会員の皆様へ詳細を郵送させていただきます。

会場とオンラインのハイブリット開催

予 告
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日 時： 令和４年１１月５日（土）
１３：００～１５：００（受付１２：３０～）

会 場： 早川福祉会館 ４Ｆ（ホール）
（大阪市東住吉区南田辺1－9－28 TEL 06-6622-0122）

講 師： 船 戸 正 久 氏 （大阪発達総合療育センター・センター長）

テーマ：

～ 重症児者と家族に寄り添って ～

参加費： 無 料 申込締切： 定員になり次第

主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

定 員： ７０名（会場定員の半分を目安としています。）

申 込： 大阪府重症心身障害児・者を支える会事務局

(問合せ) ＴＥＬ：06－6624－2555 ＦＡＸ：０６－６６２４－２５５６
メール：o s a k a @ s a s a e r u . o r . j p
◎下記事項をご記入の上、ＦＡＸ、またはメール*にて申込み下さい。

支える会セミナー申込書（Ｒ４.１１.５）、氏名（ふりがな）、

〒、住所、TEL（FAX）、会員の有無、職種・所属・家族など

※オンライン参加をご希望の方は、メールでお申込みください。

（携帯からのキャリアメールは招待状メールが届かない場合があります。） ★
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「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 長谷川 幸子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
やＦＡＸにお寄せ下さい。

お願い：会員登録の住所・電話番号等に変更がありまし
たら事務局までお知らせください。

会場とオンラインのハイブリット開催

【Google map】

（仮題）

新型コロナの感染拡大による影響により開催でき
ずにいました「支える会セミナー」を本年度は多く
の方々のご協力により開催することになりました。
この度は、大阪発達総合療育センターの船戸正久

先生をお迎えし、講演をしていただくことになりま
した。重症心身障害児者の暮らしを支えるためにど
のような医療が必要なのか、地域における実践等の
お話を通して学んでいきたいと思います。
関心のある方はこの機会に是非ご参加ください。



『 医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム ステージⅦ 』

〜 生活に医療が必要な方が自分らしく暮らし続けるために 〜

９月１７日土曜日、グランフロント大阪で開催されましたシンポジウムに参加しました。

新型コロナの影響もありオンラインを併用しての開催でした。

基調講演では熊本県の認定NPO法人NEXTEP 穂っぷこども在宅&心身クリニックの島津 智之先

生から、医療的ケアが必要なこどもと家族が安心して心地よく暮らすために実践されているサー

ビスや活動をご紹介いただきました。医療的ケアのこどもだけでなく、引きこもりや若者の自殺、

子どもの貧困、就労支援などこどもを取り巻く様々な問題に取り組んでおられます。

たまたまこの講演の少し前に島津先生の活動の様子をテレビで見ました。シンポジウムの案内

でお名前を拝見し、お話が聞けることを楽しみにしていました。

人工呼吸器を使用して自宅に退院してくるこどもと家族を支援するために、必要なサービスを

充実させていかれる様子が当事者家族としてはとても羨ましく、このような活動がどんどん全国

に広がっていくことを願っています。

シンポジウム当日は台風が接近中というお天気でしたが、クリニックでは７床の医療型短期入

所もされていて、台風などの災害時には電源が確保されているクリニックで停電に備え緊急のショー

トステイも受けておられるとのことです。

第２部の講演１では大阪府福祉部 障がい福祉室 地域生活支援課の瀬野 昭仁さんから、

令和４年度大阪府心身障がい児者地域ケアシステム整備事業についてご説明をいただきました。

医療型の短期入所が少ない中、大阪府では医療機関での短期入所を整備、助成されています。

また医療的ケア児の支援法が成立したことを受け、医療的ケア児支援センターの整備を進めて

います。

支える会からは医療的ケアを要する重症心身障がい児者等支援部会、医療的ケア児等コーディ

ネーター養成研修において当事者家族の思いを発信しています。

講演２では地域での暮らしへの道筋・在宅移行支援、移行期医療と成人移行支援について大阪

母子医療センターの位田 忍先生にご講演いただきました。

人工呼吸器等の医療的ケアが必要な赤ちゃんが病院から退院をして在宅移行をするとき、多く

の支援・応援団が必要です。我が子のように成長と共に医療的ケアが必要になる重症児者もいま

す。基幹病院から在宅医療地域連携、また移行期医療のお話もしていただきました。

重症心身障がい者で小児科には受診できない、大人の診療科にも馴染めないなどの相談を受け

ることがあります。シームレスに医療の支援が受けていけるよう体制が整う事を願います。また

当事者家族も見通しを持って準備をする必要があることなど、考えていかなければと思います。

講演３では新しい生活様式に対応したシステム（ICT基盤）の構築のためにと題してリコージャ

パン株式会社の上田 和也さん、ワークスモバイルジャパン株式会社の北川 幹雄さんにお話を

いただきました。福祉介護現場でのアナログな業務を「LINE WORKS」を使用して改善の可能性に

ついてのご提案でした。LINEは多くの方が利用されており、操作方法に慣れている利点がありま

す。「LINE WORKS」ではデータ管理や利用制御など管理者側でコントロールができ、セキュリティー

が高いものだそうです。支援者の労働負担が軽減されていくことを願います。

最後はシンポジウム実行委員長の大谷 悟さんがコーディネーターとなり、講師の方々、会場

とオンライン参加者で意見交換をしました。親亡き後の医療同意や意思決定の問題、コロナ禍で

の病院の体制、重症心身障がい者の医療などについて意見を交換しました。（H・S)

※ シンポジウム実行委員会にご協力いただき、沢山のアンケートの中からご意見の一部を抜粋してご紹介致します。

医療と福祉の連携強化のためのシンポジウム ステージⅦ

■＜基調講演＞「医療的ケア児と家族を支えるサービスの実践」 島津 智之 氏
◎ 先生の思い、行動力、想像力、お人柄すべてに感動しました。もっと聞いていたかったです。本人の気持ちや可能性に寄

り添い、家族の願いに答え活動してこられたことが今の施設や活動になっていて、私たちの理想だとおもいました。私はつねづ
ね本人の選択肢と決定権と達成感を持てる人生、豊かなQOLを大切に歩んできました。短命の難病でどれだけ後悔のない生き方
を息子と家族ができるのかを考えてきました。将来はオリヒメのパイロットになることを目標としていましたが昨年27歳で天国
へ旅立ちました。先生の講演を聞き私たちの人生とかさなることも多く涙しながらお話を聞いていました。これからも本人とご
家族に寄り添い、活動を広げていただきたいと思います。（親・家族

◎ 地方の熊本で多重障害がありながら在宅で家族との日常生活を過ごすため、様々なサポートされていることに感銘を受け
ました。また、支援学校でなく、地域の小学校に通い、心身の発達に改善されている様子に嬉しくなり感銘しました。(親・家族

◎ 地域資源を一つつくるだけでも大変だと思うのに、クリニック、訪問看護、ヘルパー、就労など様々な資源を作り出して
いることにすごく感動しました。（医療関係者

■＜講演１＞「大阪府地域ケアシステム整備事業の展開」 瀬野 昭仁 氏
◎ 大阪府の支援システムの現状を知ることができて良かった。大阪府の動きに合わせて各市町村が活発化するといいなと思

いました。（医療関係者

■＜講演２＞「地域での暮らしへの道筋」 位田 忍 氏
◎ 移行期医療って？移行しなきゃダメなの？と解らないことが色々ありましたが、お話を聞いてスッキリしました。これか

ら、色々考えてみたいと思いました。とても参考になりました。ありがとうございました。医療コーディネイト事業も考えてみ
ます。（親・家族

■＜講演３＞「新しい生活様式に対応したシステムの構築のために」 上田 和也 氏 ／ 北川 幹雄 氏
◎ 今までにない、切り口の講演内容でした。２年後に国会が介護業界に災害時等緊急時等のために、システム化の義務化を

知りました。今、妹の介護のためにWi-Fiを入れて自宅で遠隔でパソコンの操作をする事が出来て、またズーム会議が定期的に実
施する事で情報の共有が随分便利になりました。ただ、相談支援専門員として利用者さんの個人情報を沢山扱っている事は、情
報漏洩は心配です。ラインは個人的な事のみで、仕事の情報はしていません。携帯電話のメールには色々な情報が記載されてい
るので、無くさないように気を付けないと改めで思いました。（相談員

■＜意見交換＞「生活に医療が必要な方が自分らしく暮らし続けるために」 コーディネーター： 大谷 悟 氏
◎ 医療コーディネイト事業の登録も生後のいきさつを書くのが面倒でいまだ登録していません。今かかっている病院の小児

科で問題もなく、風邪やワクチン接種は近くのクリニックで見てもらえているので、必要はないかと思っていました。お話を聞
かせていただいてそろそろ登録だけでもしても良いかなと思うようになりました。（親・家族



医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が施行され１年になりました

全国重症心身障害児（者）を守る会の在宅部会では
具体的な情報交換やニーズを汲み取ることを目的に各
支部に医療的ケアワーキンググループを作ることにな
りました。
そこで全国各地の医療的ケアに係る家族会が都道府県単
位に会員登録する全国初の団体である、「全国医療的ケ
アライン」と連携をすることになりました。

大阪支部である支える会では、「大阪医療的ケア児・
者支援ネットワーク WA! わっしょい」と情報交換をは
じめています。

法律施行から１年となる9月18日に「全国医療的ケアライン」が東京国際フォーラムで
記念講演会をされました。YouTube配信がありましたので、拝見いたしました。

会員のご家族から支援学校が遠方にあり通学できず引越しをした、地域の小学校には通
えない、学齢期では校内付き添い、スクールバスに乗車できないなどの意見発表があり、
私が20年前に経験した苦い思い出を今なお若いご家族が経験されている現状に悲しくなり
ました。少しずつ専用バスや介護タクシーで通学、校外待機など改善もされている現状で
すが、まだまだこどもが親から離れ、人間関係を作っていく、親自身も自立し就労や自分
の余暇を楽しむという状況になっていない現状です。

法律ができたことでこの状況を改善していくスピードが上がっていくことを期待してい
ます。（H・S）

全国重症心身障害児（者）を守る会

近畿ブロック専門部会議開催のご案内

日 時：令和４年１0月２９日（土）13：00～16：00（受付12：30～）

場 所：ホテルビナリオ嵯峨嵐山 ２階・３階

京都市右京区嵯峨天龍寺広道町３番地４（Ｔ．075－871－9711）

内 容：４専門部会に分かれてテーマを討議、最後に全体会で部会長がまとめ報告他

・重症児施設部会 ・在宅部会 ・国立施設部会 ・母親部会

＊在宅部会はzoomで意見集約をします。日程は未定ですが参加ご希望の

方は事務局までお知らせください。

◎ 参加費： 無 料

◎ 参加希望の方は、事務局までお問い合せ下さい。

大阪府重症心身障害児・者を支える会事務局 TEL：06－6624－2555

◎ 新型コロナの感染状況により、開催内容等の変更がありますのでご了承下さい。

お申込み・お問合せ：（支える会内）
一般社団法人

ＳＱＣ日本ハプティックセラピー協会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ ０６－６６９０－５３６０
Ｆ Ａ Ｘ ０６－６６９６－９９５５
ＭＡＩＬ haptic@ sasaeru.or.jp

＊下記必要事項を記入の上、ＦＡＸ・メールにてお申
し込み下さい。
お名前(ﾌﾘｶﾞﾅ)、 連絡先（住所・ＴEL・FAX・mail等）、
所属等、 申込みコース*

※［10/22（土） 無料体験会］
［11/06（日）① 初級コース］
［11/06（日）② フォローアップ（初級）］

この度、スウェーデンで多くの現場で採用されて
いるハプティックセラピー（タクティール）につい
ての体験会を開催することになりました。
また、インストラクターを目指す方々へのフォロー
アップ研修等も同時に開催いたします。

初めての方や幸せホルモンといわれるオキシトニ
ンの効果について、この機会に体験、或いは、知っ
ていただく機会にしていただければと思います。

●１０月２２日（土）無料体験会
１３：３０～１５：００

ハプティックセラピーによるオキシトニン（幸せホル
モン）の効果について、体験してみませんか？

●１１月 ６ 日（日）初級（背中）コース
１３：００～１６：００

初級コース ／フォローアップコース＊
＊初級コースを修了した方が対象です。

会 場：育徳コミュニティーセンター：会議室（2階）
（大阪市阿倍野区阪南町5-15-28）

費 用：体験会（無料）

１０月２２日（土）13：30～15：00

初級（背中）コース（２５，０００円）
１１月 ６ 日（日）13：00～16：00

ＳＱＣ会員にお申込みいただいた方は、
２０，０００円となります。

＊ＳＱＣ会員年会費：法人会員１万円、
個人会員３千円

※講座終了後に修了証を発行します。

フォローアップコース（５，０００円）
初級コースで同時に実施します。

主 催：一般社団法人
SＱＣ日本ハプティックセラピー協会

【ハプティックセラピー】

スウェーデンで開発されたマッサージの手法で、障害者

ケア、高齢者ケア、認知症ケアと幅広い分野で活用され

ています。一般的な筋肉の疲労回復を目指したマッサー

ジと違い、筋肉を強く押すのではなく、主に手や足、背

中などを両手で撫でるようにマッサージするものです。

受け取る側と行う側との間に、親密感と信頼感を生み

だします。特に認知症や障がいを持つ人など周りとのコ

ミュニケーションに困難を抱える人には、「自分が慈し

みを受けている」、「今、人に認められている」という意

味合いを感じることで、その人自身の自意識の向上に

繋がり、その結果日常的な生活の QOLの向上に繋がり

ます。マッサージを受けた後には、オキシトシンの分泌に

より、穏やかさや安心感を得られます。


